
田

武

鉄

道

開

通

荊

に

お

け

る

東
京
・

多
摩
地
方
の
一
周
品
涜
通

伊

手ζ
一人 I 

fi主主

序
ロ
芯
に
お
け
る
原
一
始
芸
積
認
の
鉄
道
吉
宗
設
は
一
定
昨
伐
の
限
界
は
あ
て
た
に
せ

よ
、
そ
れ
ま
で
の
市
判
明
か
一
再
什
腕
ぃ
汁
臥
し
て
、

東
京
市
庁
、
む
の
市
相
品
事
一
形
成
す

7
7
」
L

J
h
A

一
札
合
同
し
て
い
た
c

今
日
時
の
鉄
道
敷
設
が
、

」
』
へ
し
た
↑
片
山
内
の
形
成
寺
一
匹
目
向
し

関
東
に
お
け
る
東
京
・

λ

(
l
)
 

王
子
問
の
甲
式
鉄
道
敷
設
の
尚
一
程
が
一
例
と
し
て
一
木
亨
れ
よ
う
c

て
い
た
こ
と
を
最
も
鋭
く
露
呈
し
た
も
の
と
し
て

同
知
の
よ
「
に
甲
武
urn
道
の
敷
設
過
程
で
は
、
八
王
一
す
・
革
、
烹
問
、

八
王

7

十
・

棺
民
間
の
二
方
向
の
鉄
道
敷
設
計
画
が
員
ム
ロ
し
な
が
ら
、
付
肝
¥FR
的
に
は
↓
沢
一
応

八

T
1
F
問
に
甲
武
鉄
道
が
齢
制
か
れ
る
と
い

R

結
果
を
更
た
む

田
武
鉄
退
の
緊
設

に
工
コ
て
、

幕
末
八
市
木
、

京
日
本
仁
未
成
さ
れ
つ
つ
あ
「
た
八
十
一
一
一
?
?
ネ
区

凶
作
一
呉
市
域
商
を
包
み
こ
ヘ
た

(
2
)
 

人
だ
c

烹
友
会
出
供
一
片
山
司
と
す
る
土
品
九

d
E
の
子
一
ι
J
A
L乏

東
京
を
強
間
な
中
山
中
、
市
場
と
す
る
九
州
吋
の
ふ
斗
料
成
は

f
w
H
酌
-
p
ι
L
O
十
州
V
U

ヲ
ト
h

いの

一
つ
を
置
い
た
と
い
え
る
。

鉄
道
の
敷
設
に
よ
る
新
し
レ
市
判
明
の
形
成
は
、
在
来
の
市
場
合
一
止
供
す
る
に

ぜ
よ
、
戎
け
い
在
来
の
4

山
刊

h
t…
鮫
体
し
て
全
く
真
勺
だ
新
し
い
し
巾
瓦
J

U

町
一
応
一
寸
さ
ど

る
も
の
で
あ
っ
た
に
壮
一
よ
、
こ
れ
ま
で
の
市
叫
に
対
し

ど
の
よ
へ
た
古
カ
ム
イ

り
今
一
持
つ
も
の
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ヘ
の
性
史
的
ヌ
広
山

ι
r
h
A
L
dれ
る
と

!8 KrTl 
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と

E
k
r
れ
る
。

申
武
鉄
追
わ
広
い
が
か
向
、

関
東
に
お
け
る
東
ん
か
守
化
め
百
品
4

7

瓜

也
知
向
を
鋭
く
露
呈
す
る
も
の
で
ふ
る
か
故
に
そ
れ
が
呑
烹
の
↓
巾
浮
ド
ー
で
し
、

ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
を
持
っ
た
で
あ
ム
う
か
が
」
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
本
稿
で
甲
武
鉄
道
開
通
れ
の
東
京
と
多
摩
地
方
の
商
品
流
通
を
取
上

げ
た
の
は
、
甲
武
鉄
道
の
開
通
が
、
在
来
の
市
場
に
ど
の
よ
「
な
働
き
か
け
を

な
し
た
で
あ
ろ
う
か
が
」
検
討
す
る
た
め
に
、
鉄
道
開
通
前
の
れ
体
的
な
市
場
を

か
い
開
見
ょ
う
と
考
え
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

本
稿
の
素
材
と
な
っ
た
資
料
は
、
同
T

武
鉄
道
敷
設
計
画
期
に
当
る
明
治
一
五

t
六
(
一
八
八
二

t
一
八
八
三
)
年
に
、

玉
川
上
水
品
川
選
再
開
尉
に
伴
な
っ
て

提
出
さ
れ
た
、
東
京
と
多
摩
地
方
に
お
け
る
当
時
の
運
輸
状
況
の
報
告
書
で
あ

『
の
δ

v
る
。
玉
川
上
水
は
武
蔵
野
台
地
を
横
切
る
こ
と
四

O
粁
余
、
多
摩
川
の
水
を
江

戸
の
人
々
の
飲
料
水
に
す
る
た
め
に
開
い
た
用
水
で
あ
る
。
こ
の
間
間
水
を
品
川
遂

に
利
用
し
よ
号
と
す
る
計
画
は
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
再
三
に
わ
た
司
て
た
て

ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
実
現
し
た
の
は
明
治
三
二
八
七

O
)
年
の
こ
と
で
あ
っ

た
v

し
か
し
そ
れ
は
開
還
後
、
わ
ず
か
二
年
余
で
中
止
と
な
っ
た
。
舟
運
中
止

後
、
そ
の
再
開
願
は
再
三
に
わ
た
っ
て
出
さ
れ
た
が
、
明
治
一
五

t
六
年
の
出

願
は
、
こ
う
し
た
運
動
の
最
後
の
も
の
で
あ
り
、
以
後
こ
の
運
動
は
鉄
道
敷
設

(
5
V
 

運
動
に
切
り
換
え
ら
れ
る
む
本
稿
に
使
用
し
た
資
料
は
、
そ
の
明
治
一
五

t
六

年
の
玉
川
上
水
舟
運
再
開
願
に
当
っ
て
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

明
治
前
半
期
に
お
け
る
新
安
通
出
時
間
開
設
願
に
添
え
ら
れ
た
そ
の
地
方
の
選

輪
状
況
調
交
書
は
、
日
制
意
の
実
現
を
期
待
し
て
、
と
か
〈
誇
大
に
報
告
き
れ
が
ち

の
も
の
で
あ
る
。
本
資
料
も
ま
た
そ
の
例
に
洩
れ
る
も
の
で
は
な
い
が

!

」

抗

μ

し
そ
れ
を
通
じ
て
出
願
者
の
結
裏
に
糸
る
輸
送
機
関
開
設
前
の
「
既
成
市
場
」

と
、
開
設
後
の
「
あ
る
べ
き
市
場
」
を
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
乙
。
だ
い
た
本

v
c
t肘
が
そ
の
よ
う
な
や
柊
め
も
の
で
&
る
が
故
夜
、

そ
の
候
聞
に
当

J

て
ロ

P

め
こ
ろ
の
条
件
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
一
口
、
玉
川
上
水
を
利
用
す
る
通
船
輪
送
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
か
故

に
「
玉
川
上
水
を
利
用
し
得
る
商
品
疏
通
」
を
念
頭
に
置
い
て
レ
る
こ
と
で
あ

る
。
玉
川
上
水
は
多
摩
川
中
流
め
羽
村
を
取
水
口
と
し
、
東
京
四
谷
大
木
一
戸
空

で
を
素
堀
と
し
て
い
る
。
流
通
す
る
高
品
は
、
こ
の
区
間
の
輸
送
を
考
え
て
取

上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
羽
村
を
一
勺
の
中
心
と
し
て
、
一
県
訟

と
移
摩
地
方
か
ら
、
遠
く
甲
州
・
信
州
川
に
わ
た
る
市
場
合
}
考
え
て
い
る
c

第
二
は
、
統
計
の
整
傍
を
見
な
い
段
階
で
あ
る
た
め
に
、
輸
送
量
は
想
定
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
開
通
に
期
待
舎
か
け
た

豚
望
の
大
き
い
数
且
一
旦
と
な
っ
て
い
る
と
と
で
あ
る
。
従
勺
て
、
そ
の
数
F

障
は
す
小

正
一
慌
で
あ
る
こ
と
は
免
れ
な
い
。

-1:?-

以
上
の
二
つ
の
条
件
そ
持
つ
に
せ
よ
、

玄

ww約
K
よ
円

4

て
東
京
と
冬
霞
品
川
}
+
月
一

-
昭
信
で
形
成
す
る
市
場
の
あ
り
か
た
を
大
ま
か
に
捻
く
こ
と
ロ
可
能
で
あ
乙

と
4
4
え
ら
れ
る
。
出
願
者
の
頭
の
中
に
措
か
れ
た
高
品
流
通
状
況
は
、
現
実
均
一

全
く
無
視
し
た
架
空
の
も
の
で
は
な
く
、
現
実
の
姿
を
符
影
し
た
も
の
で
ふ
忍

か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
多
摩
地
方
と
呼
ぶ
の
は
、
旧
北
多
摩
・
丙
多
臨
時
・
荷
b
R
y

障
の

三
郡
で
、
普
通
げ
二
二
多
摩
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
京
一

ν」

と
区
別
し
た
の
は
、
当
時
三
多
摩
が
神
努
川
県
管
?
に
あ
り
ー
現
在
の
す
?
↑
h
r
ι

し
あ
U

も

こ

の

心
都
に
当
る
旧
区
部
と
は
画
然
と
F
H
H

れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
n

地
方
こ
そ
甲
武
鉄
道
の
開
通
に
よ
っ
て
大
き
な
配
響
を
受
け
た
地
域
で
あ
勺
た

r-

す
京
と
多
摩
勉
方
の
蒋
品
流
通
と
は
、
上
一
記
の
地
法
問
問
の
商
品
か
h

，
尚
一
今
一
て
え
て

の
こ
と
で
あ
る
。
き
p

り
に
、
も
『
一
っ
つ
け
加
え
な
け
れ
ば
な
ん
な
レ
こ
と
H

ぺ



宜
べ
摩
泡
方
に
合
同
t
F
4

一
旧
南
冬
摩
郡
は
、

穴
け
い
れ
の
上
で
は
八
王
チ
地
方
「
れ
戸
引

J

一-u

に
民
叱
れ
て
レ
る
こ
と
で
あ
る
c

一
、
商
品
流
通
の
諸
前
提

多
摩
地
万
と
東
京
と
の
間
に
お
け
る
商
品
夜
述

本
一
慌
に
俊
川
町
し
た
告
料
は
、

合
、
運
輸
の
歓
点
か
ム
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
商
品
流
通
量
か
一
柏
町
出
す

一
人
名
町
か
、

F

、

中
誠
一
夜
と
し
た
も
の
は

れ
杭
反

戸
数
と
人
口
と
耕
地
治
結
で
ふ
る
c

一
一
戸
斗
づ
ち
か

一
反
当
り
の
必
要
最
に
、

私
人
口
な
り
、

J
L

一
コ
耐
え
よ
町
/
、

ι恥
E

j

d

貴
女
l
d
f

己
主
烹
ー
し
た
も
の
が
、
そ
の
一
間
口
山
の
年
間
品
川
R
H
歪
で
あ
り
、

一
反
当
一
り
の
生
産

円

Y
P
L
、ヤ
J
h
へ
引
'
L
4

乗
じ
た
も
の
が
、
そ
の
西
氏
の
年
間
仕
立
だ
ん
号
と
し
て
箆
出
さ
れ

従

む
の
で
あ
る
(
表

1

・
2

)
。

」
の
よ

RJ
な
祭
出
方
法
に
よ
れ
一
て
出

出
回
念
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

き
れ
た
間
十
い
川
流
通
量
は
、

こ
の
当
時
の
商
品
長
一
埠

の
す
が
た
し
町
一
三
び
上
ら
ぜ
る
こ
と
に
は
差
支
え
な
い
と
考
え
る
c

三写Eまの戸数・人口・斜地;官稽

!い数|人 [J I R1句史男:j

jt事摩釘;1 8.400日 149.0() 0人!9.7 3 f，町8JV-7民， 1手

的事摩郡 111.0 ti 4 160.0 1 5 15.391. 6. 5. J e 

南事摩蕊 8.75~ 1:17.561 13.380.4. R. 00 

表 1

次
に
、

資
料
に
そ
っ
て
生
産
状
況
を

(1) jヒ宰摩郡i主主A杓度出J〉基礎として1l!lf:Iヲ;

時5221l1J4反 8ぶ 25歩、 tlJf本反号U4.2 9 4 

Hij 4 F{ 1畝 o1歩も使ゥているコ

出事摩郡~:t八王子地方 54芳村である。

ロ
兄
て
『

4
L
。
冬
箆
一
叫
μ
二
々
で
は
正
一
一
日
弘
前
代

中
川
町
以
降
、

較
か
エ
!
鰯
か
一
十
エ
と
す
る
終

入
口
~
糸
守
一
広
く
M
K
r

て
レ
た
J

べ

に
よ
と
と
一
山
ン
件
、
患
で
は
、

F
U
I
h
 

点
目
勺
杭
円
打
一
円

rh日

五
日
市
よ
円
よ
。
山
間
地
甘
ん
巾
で
な
、
こ

れ
が
使
用
さ
れ
て
い
w

な
い

t
の
と
し
て

計
算
し
て
い
る
。
尚
孝
摩
で
隠
入
肥
料

や
↑
役
印
し
て
い
な
い
と
人
ム
れ
る

~t
の

は
、
同
一
ヌ
μ

心
一
出
侶
↑
之
町
札
丸
一
九
十
「
弘
与
寸

)
 

勺
』(

 

の
ろ
み
れ
し
八
げ
ノ
ノ
一
の
一
れ

A
h
t
ι
vへ
小
、

Jr
守

h
M
C

汗c
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ぃ
レ
か
え
れ
ば
部
冬
野
て
際
人
配
下
三
日
恨
ん
さ
れ
て

L
F
h
c
c
、
官
弘
山
口
芳
、

五
日
市
よ
り
の
下
の
政
方
で
、

ピ
、
，
，

J

、

、

一

一

、

h

i

p

コ

再
V
F
包
一
、
同
門
「
-
ー
し
小
ノ
〆
A
f
A
ドム一
d
a
r
a
m
品
'
勺
J

-

・4r
ーも
f

れ
に
対
し
北
多
摩
'
作
零
時
出
で
口
紅
m
ド
ル
村
氏
円
引
の
す
λ

て

K
伎
町
い
し
て

L
る
も

の
と
し
て
計
算
し
て
レ
ミ
c

こ
れ
ん
際
入
肥
料
の
反
円
投
干
長
は
、

北
hZJv

障

で

は
じ
俵
で
あ
る
が
、

凶
h
A
v

摩
・
ユ
応
11i
同
庁
で
は
刊
紙
と
さ
れ
て
レ
る
。
き
ム
仁
ぬ

冬
摩
郡
の
羽
村
を
例
に
と
壬
と
、

1.'" 
o人

号;

ー、♂
7
1
J

、
J
L

、
vヘ
'
i
i
j
j
J

f

E
一
/
E
7
f

志
向
ド
ー
ル
し

反

主

れ

刊

俵

(

一
駄
)
よ
ゲ
一
ぞ
い
し
て

三
八
八
数
九
円
叫
ん
や
7
必要口一一旦

h
料
い
で
は
一
二
、

.

、

、

し
}

l
」
戸
に
十
人
w

A
引
d

こ
の
2
3

れ
続
十

tよ

一
俵
一
斗
入
)
口
一
一
円
村
の
収
比
時
半
不

と
位
よ
れ
'
お
入
れ
ム
ー
一
4
4
1
h
り
給
米
で
入
手

L
A門司令

it
の
と
し
て
い
る
c

ニ
号
し
て

勝
入
間
ル
料
合
一
健
閉
す

yw
こ
と
に
よ
ハ
て
気
同
庁
内
)
t
ん
に
お
け
る
廃
業
r
h
h

営

ま

れ

て

い
る
と
す
る
が

東

京

へ

の

移

出

M
2
な
生
だ
わ
に
は

伊
凶
作
物
の
ほ
か
に
林

発
物
一
や
子
工
業
製
品
が
初
計
山
て
い
h
1

」
れ
ら
の
生
芳
町
一
同
い

北
奪
回
ザ
・
十
四

冬
眠
埠
・
止
宇
野
と
、

地
域
に
よ

J

て
み
の
い
町
一
白
山
組
合
せ
方
に
作
↑
透
か

-H
せ
て

い
忌

σ
F
H
料

に

あ

げ

て

い

る

ふ

の

か

刊

挙

す

る

と
ι
す
い
の
通
わ
で
あ

ξ
c

北
冬
僚
が

古
新
・
務
宏
一
・

fp桁
(
i
h
J
安一
t
r
L

・
廿
μ

議
及
川
レ
そ
の
他
の
雌
h
u
m
-

段

物

wr 

「
内
冬
摩
郡

世
商
事
~
・
え
ん
ど
「
・
紙
特
・
す
よ
次
・
行
日
一
-

h

青
木
・
下
駄
の
回

軒
町
木
・
約
一
寸
・
キ
リ
柄

尽
婆
・
系
・
こ
ん
に
ゃ
く
・
ワ
サ

ピ
・
凶
刊
一
惚

-
m
4
j
H
仰
(
干
柿
)
・
得
物
・
が
皮

前
タ
キ
摩
郡

織
物
・
叫
t
uム
小
・
す
戸
川
氏
・
サ
ド
駄
の
m

i

・F
U
h

木
・
が
皮
・
柏
木
皮

線
竹
は
北
冬
山
々
・
丙
内
及
、
際
・
正
之
、
市
町
ず
の
二
一
杭
と
も
に
主
要
な
μ
一
一
き
と
な
っ
て

い
て

?a

引
、
各
杭
そ
れ
ぞ
れ
内
行
方
』

h

で
に
し
て
い
そ
こ
と
は
、
レ
よ
J

ま
で
ー
に
な
レ
。

し
か
し
輸
送
内
観
点
か
れ

f

と
A
h
J
え

7
M

ナ
枯
れ
F

料
で
は
、
そ
れ
p

り
を
一
切
一
三
炉
せ
子
、

一
終
に
織
物
と
し
て
取
摂
ハ
て
い
る
う
伊
士
欧
安
ィ
同
庁
で
は
と
一
4

丸町一合
p
h
u

で
い
る

」
と
J
U

医

之

さ

れ

、

支

E'竹
と
し
て
一
万
訟
と
y

♂

L
l
d
L
ミ

l
J
d

毎
回
空
て
に
わ

~ 

'-

{
寺
町

ι人
本
一
併
か
き
、

丙
山
毛
皮
J
(

一
仁
↑
ド
一
仁
〆
、

年
下
ぃ
一
一
戸

ι
z
s
」
し
て
鍛
比
す
も
の
と
口
ト
九
精
r

↑
て

L

る
と

茶
は
古
木
ゑ
人
民
す
も
の
だ
け
が
あ
げ
ら
れ
、
芯
二
回
よ
り
供
給
き
れ
た
一
7
i
タ

で
ふ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
北
な
寺
師
曜
の
甘
藷
(
そ
の
他
新
品
本
ム
)
口
、

ロ

~， 

き
年
間
二
駄
を
商
品
と
し
て
出
す
も
の
と
円
九
世
相
円
て
い
二
Q

C

同

じ

く

北

0
4
P
の

!
っ
麦
粉
に
う
い
て
は
、
矧
反
引
の
白
「
一
%
に
小
-
表
A
V
u
作
付
き
れ
、

d
F

の
の
一
校
固
い
な

は
↑
反
当
h
ソ
二
俵
山
主
で
あ
る
c
a
小
麦
粉
は
小
麦
一
〔
J

片
取
に
ウ
き
小
山
支
持
一
石
と

こ
の
う
e
h
h
u

家
用
が
一
一
一

C
4
v
で
、
自
し
、
七
二
五
v
h
ぃ
毛
一
味
干
し
つ
へ

し
て
貸
出
し
、

送

る

と

し

て

レ

る

の

警

変

に

つ

レ

て

は

北
h

弔
問
ヰ
・
ふ
い
h

l
う
府
民
J

と

t
、
「

H
U

一ピ、

J

t
N
下
h

r
ヤ

匂

バ

も

J

一係
h
A
J

務
支
の
作
付
ー
と
一
史
ら
れ
て
い
乙
σ

収比叫んい一市一口

↑
反
に
三
終
日
子
れ
イ

の
う
み
円
「
一
一
f
し
L
M
T

を
自
家
用
と
し
て
残

ipJ伊
込
斎
京
一
ヘ
ヨ
ゲ
ん
出
す
ー
っ
と
レ
て
い

A

三

百
冬
摩
の
え
人
ど
「
は
、
畑
反
炉
一
の
五
f
!

需
に
れ
付
さ
れ
、
取
得
れ
曜
の
二
r吋
J

ノ

一
が
臼
家
白
川
に
、
三
分
ノ
ニ
が
攻
京
に
売
出
き
れ
乙
丸
の
と
し
て
い

-1

一1，1-

事
に
つ
い
て
は

北
多
摩
で
は
山
林
反
別
の

一
一
円
名
山
'
M
J
J
I

ル
ロ
一
家
却
に
山
F
r
v
c

れ
、
残
り
の
む
り
婚
の
う
も
、

一
五
分
ノ
↑
す
)
京
医
(
売
れ
ソ
出
す
ノ
f
仁
科
い
と
し
ザ

一
一
反
に
二
一
(
¥
り
東
そ
伐
門
出
す
も
の
と
し
て
い
る
わ
オ
山
一
川
、

J
u
rド
現
時
叶

花

円

よ

り

東

京

へ

売

出

す

も

の

が

年

間

二

九

一

、

ス

ハ

一

い

僚

と

見

積

ら

れ

ほ

h

不
思
で
も
年
間
一
二

O
、
へ
い
わ
れ
片
慣
を
珠
京
に
送
う
て
レ
主
と
し
て
十
7
w
て

十
円
名
度
の
林
付
は
筏
で
計
算
き
れ
、
十
収
京
八
年
同
市

r
b

ー
一
一
正
笈
し
、

「
k
f

片
、
サ
勺
一
三

い
4
P

と
き
れ
て
い
る
の
ま
わ
」
片
青
木
・
ド
訟
の
印
・
一
行
↓
爪

-
h
ナ
・
幸
リ
れ
れ
一

む
一
↑
一
駄
ず
っ
、

投
物
・
杉
一
片
町
一
口
一
カ
月
一
一
一
、

J

れ一
f

む
ず
勺
和
一
ぺ
附
土
ぷ

(ι
し
て

レ
た
と
レ
号
。
持
率
摩
で
白
下
駄
の

m
-
仔
木
・
以
下

u
t
k
・
柏
木
山
川
作
ぃ
，

t
H
s
r
…

一
二
五
一
川
心
駄
、

東
京
ヘ
送
「
て
い
、
司
令

C

民
一
一
円
札
口
百
名
問
悼
の
来
一
内
内
で
主
主
J
1

、



年
間
二

C
C
駄
を
東
京
へ
送
円
て
い
る
。
な
お
点
多
浮
か
ら
は
、
こ
ん
に
P

く

五一
JL
ハ
、
駄
、
ワ
サ
ビ
・
桃
格
・
抑
一
一
十
析
を
二
九
(
殿
、
京
五
ヘ
出
し
て
い
、
乙
。

丙
冬
摩
よ
り
の
石
灰
口
、
江
↑
戸
隠
代
初
期
以
来
生
汗
さ
れ
、
多
少
の
清
一
長
は

「内
h
リJ

あ
や
た
托
せ
よ
、
こ
の
ま
時
ま
で
、
烹
京
全
長
大
の
市
場
と
し
て
生
芹
を
続
け

て
い
た
。
こ
の
頃
の
石
炭
の
年
間
湾
出
窓
口
一
二
二
、
九

C
九
石
て
、
そ
の
内
分

一
が
両
容
摩
郡
内
で
俺
わ
れ
た
と
い
『
c

以
上
、
東
京
へ
の
商
品
斡
送
の
叡

/ 点
カ
ら
宇
摩
地
方
の
生
湾
の
筏
況
を
一
見
た
わ
け
で
あ
る
が
、
神
仏

F
W
じ
視
点
…
か

戸
内
多
摩
の
消
安
積
況
J
T
見
て
み
る
c

冬
一
摩
地
方
に
お
け
る
主
要
治
安
杓
資
と
し
て
は
、

肥
料
・
米
・
塩
・
水
油
・

石
油
・
務
・
菓
子
・
併
腕
町
・
胤
貯
草
・
反
物
・
約
一
額
・
鯉
節
・
青
物
・
苧
・
木
{
兵

-
陶
器
・
漆
器
・
紙
頴
・
敷
物
・
小
間
物
・
鎖
・
金
物
・
唐
糸
が
あ
げ
て
あ
る
。

こ
れ
ら
-
の
商
品
の
掛
川
品
目
状
況
に
つ
い
て
は
、
地
践
的
差
異
は
、
あ
ま
り
認
め
ら

れ
な
い
c

以
下
、
高
品
別
に
こ
れ
を
見
る
と
次
の
よ
『
で
あ
る
。

米
は
、
北
冬
眠
埠
で
は
一
人
年
ニ
斗
九
升
二
ム
口
を
必
要
と
し
、
そ
の
四
分
ノ
一

を
東
京
よ

nF
買
入
れ
る
も
の
と
し
て
訂
録
し
て
い
る
ο

十
問
多
摩
で
口
一
人
年
一

斗
三
升
三
ム
口
を
必
要
最
と
し
て
い
る
4

羽
村
で
は
広
州
冬
摩
と
町
内
じ
計
算
を
し
て

い
る
が
、
必
要
量
の
半
介
氏
一
郎
J
F
J
F
そ
の
位
の
地
起
ゎ
軒
、
半
戸
叫
ん
は
一
氏
玄
よ
り

質
入
れ
て
必
要
且
嗣
揮
を
充
た
し
て
い
る
と
い
『
C

話
闘
は
北
0
4
v

摩
・
+
問
客
障
で
は
年
間
一
戸
一
簡
を
消
印
U

す
る
も
の
と
し
、
そ
の

七
〆
い
係
か
」
十
東
京
か
ら
E

ド
入
れ
る
も
め
と
し
て
討
ロ
世
F
F

し
て
い
る
。
死
一
冬
一
停
で
H
H

年

間
一
一
戸
二
斗
凹
升
三
ム
口
三
々
が
消
R
M
M
F
で
あ
る
が
、
同
じ
丙
宇
野
で
も
お
村
で

は
一
一
戸
一
口
二
合
の
治
安
で
年
間
七
斗
一
戸
汁
を
必
理
五
と
し
て
い
る
や
こ
の
う

ふ
り
三
分
ノ
こ
が
地
柄
で
、

三
分
ノ
一
が
夜
子
力
ム
町
入
れ
る
分
で
あ
る
む

広
は
北
冬
摩
・
肉
キ
附
け
・
昨
冬
僚
と
も
に
問
、
一
町
・
符
絞
め
↑
府
立
、
司
w
u
Vに

山
J

と

し
て
使
わ
れ
、

年
間
ぽ
一
人
に
勺
主
二
伝

ιτ
吋

Z
E
7
l
v

二
三
こ
う
中
し
て
し
ミ

の
例
で
口
才
白
血
で
一
日
一
人
間
勺
一

-f
、
お
わ
ト
，
十
件
て
に

h
m
一、

1; 
ヰ:

， 

佼
(
一
一
俵
一
斗
五
升
入
)
を
必
要
と
す
る
と

L
P
1

水
池
・
石
油

K
つ
レ
て
は
三
宅
一
摩
い
ず
れ
も
一
戸
に
う
き
年
間
一
込
工
、

μ
ーの

使
聞
を
円
見
込
ん
で
い
る
。
羽
村
の
例
で
は
一
白
一
一
戸
間
勺
五
十
づ
の
使
別
F
B
で
、

ね
「
間
一
斗
五
升
九
ム
ロ
六
勺
と
見
積
り
て
レ
る
わ
古
味
チ
・
ル
品
開
に
つ
レ
て
に
ヰ
院

一
一
戸
当
り
、
北
多
摩
で
は
五
貫
一
五
円
、
匁
、
西
多
摩
で

H
U
K
R
一
七
ト
勺
、

羽
村
で
は
ご
戸
一
臼
一
一
一
刀
、

4
R
 

多
摩
で
は
六
百
を
必
要
量
と
し
て
い
る
。

カ

i:1 

γ

九
百
一
七

O
匁
と
、

西
多
摩
の
必
要
昔
算
出
の
系
礎
を
示
し
て
レ
乙
。

煙
車
は
、
北
多
摩
で
ロ
一
戸
平
均
二
人
て
年
間
二
百
一
六
ハ
勺
を
、

v
刊
行
民
同
事

-
t
F，
多
摩
で
は
一
戸
七
二

O
匁
を
必
要
量
と
し
て
レ
る
。
羽
村
で
は
一
ド
-
了
ヘ

で
一
日
六
匁
を
消
費
し
、
年
間
二
六
仁
い
匁
を
必
要
最
と
す
る
が
、

F-の
R

れ

A
A

ノ
こ
を
自
作
し
、

三
分
ノ
一
を
東
京
よ
り
固
い
入
れ
る
乞
の
と
し
て
レ
乙

t

反
物
は
三
多
摩
い
ず
れ
も
一
人
年
間
二
反
を
必
聖
雷
と
し
て
レ
る
c

幻
刊
で

は
、
そ
れ
が
手
拭
・
下
布
・
表
地
の
r
庁
-
で
あ
乙
と
し
て
い
る
c

魚
類
・
餌
節
・
青
物
に
つ
レ
て
は
L

一
多
摩
い
ず
れ

ιu年
間
一
戸
、

f

ぃ
・

八
取
を
算
出
の
基
礎
長
と
し
、
羽
村
で
は
こ
れ
が
、

一
人
一
力
月
子
竹
一
一
牧

青
物
ロ
年
一
ニ

C
疫
の
祝
儀
・
仏
事
・
飲
失
作
m
遣
の
A
U
と
し
て
お
臼
世
界
し
て
い
乙
ど

麻
・
木
具
は
、
北
多
摩
寸
で
は
一
一
戸
任
問
、

F
l

・
-
一
行
駄
、
前
申
告
v

摩
で
れ
守
町
一
，

木
引
い
十
一
・
陶
器
・
絃
・
敷
物
・
小
間
物
・
務
器
を
‘
年
間
一

-P-r
・
二
一
れ
駁
と
し

て
貸
出
の
茅
礎
長
と
し
て
い
る
の
念
物
は
北
心
今
庵
で
ね
年
間
一
一
戸
二
四
日
、

rn勾
?~ 

際
-
南
多
摩
で
は
鎖
・
ム
古
物
を
、

、

J

O

‘i
U
7
r

一

同
じ
〈
作
間
企
お
を
必
や
£
と
し
て
あ
げ
て

北

多

摩

で

は

年

間

一

戸

、

ピ

二

'
h
駄、

院
U

系
は
、

品
門
円
ち
師
同
で
は
t

一
五
駄
で
釣
出
し
て
レ
る
。



二
、
明
治
一
五

t
六
年
に
お
け
る
東
京
と
多
摩
地
方
の
長
口
間
流
通

商
品
疏
通
路

資
料
に
拾
き
出
さ
れ
た
東
京
と
冬
摩
地
方
の
商
品
涜
述
路
H
H
、

主
川
上
水
の

舟
還
を
前
提
と
し
、
玉
川
上
水
を
軽
自
す
る
と
と
を
念
一
院
に
置
い
て
レ
る
。

う
し
た
こ
と
を
条
件
と
し
て
む
料
に
見
る
商
品
流
一
連
絡
を
取
上
げ
て
み
る
と
、

次
の
よ
う
な
形
が
出
て
く
る
。

H
V
t

多
臨
時
杭
と
東
京
と
の
高
口
間
流
通
路
は
、
同
郡
の
中
卒
八
一
部
を
、
ほ
ぽ
東
丙
に

玉
川
上
水
が
情
断
し
て
い
る
た
め
に
、
玉
川
上
水
沿
岸
に
、
か
つ
て
設
け
ら
れ

上
水
品
川
還
と
同
郡
村
々
を
結
び
つ
け
る
役
わ
り
が
一
果
し
、
玉
川

上
水
が
流
通
路
と
し
て
利
用
き
れ
る
度
ム
口
い
は
最
も
古
田
い
。

市
一
多
摩
郡
と
東
京
と
の
高
品
流
通
路
は
、
玉
川
上
水
の
取
水
口
で
あ
る
羽
村

が
、
上
水
と
多
摩
川
を
結
ぶ
流
通
路
の
結
節
点
を
な
し
、
羽
村
を
中
心
と
し
て

輸
送
路
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
丙
多
摩
山
間
部
よ
り
多
摩
川
川
・
秋
川
を
利
用

寸
る
筏
の
乗
下
げ
に
つ
い
て
も
、
現
実
に
は
多
摩
川
本
流
合
一
乗
下
げ
て
、
羽
村

た
街
持
埼
が
、

か
ち
六
郷
ま
で
を
輸
送
路
と
し
て
い
る
が
、
玉
川
上
水
が
利
用
き
れ
る
よ
う
に

な
れ
ば
羽
村
よ
り
東
京
四
谷
口
ま
で
乗
下
げ
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
斎
、
京
と
山
梨
・
長
野
・
埼
玉
の
諸
問
時
と
の
物
資
女
流
に
、
こ
の
地
方
で
は
、

八
モ
子
・
青
梅
・
飯
能
・
箱
根
カ
枯
叫
が
中
継
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
玉
川
上
水

を
利
問
げ
す
る
と
き
に
は
、

こ
れ
ら
の
地
と
は
羽
村
守
一
経
由
し
て
結
び
つ
く
こ
と

に
ιな
司
令
。

十倖
Q
T

摩
と
東
京
と
の
商
品
流
通
路
は
、
甲
州
選
中
を
利
用
す
る
隆
一
路
が
主
で

あ
っ
た
ろ
号
が
、
王
川
上
水
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
羽
村
よ
り
下
流
の

砂
川
が
中
継
地
と
な
る
。
東
京
・
砂
川
間
を
玉
川
上
水
で
、
砂
川
・
八
王
子
間

を
陸
路
で
輸
送
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

h
w
-
m
p
r
折
返
φ
品
川
d

況

む
れ
に
た
J

か
れ
た
反
古
川
と
多
摩
地
売
の
商
口
丘
町
一
惑
を
管
，
r

L

(

駁
数
)
な

E
で

院

反

る

と

東

京

か

ら

多

摩

地

方

に

入

る

段

n
m
E
串
は
、
冬
摩
地
方
か
ら
車
京
(

送
内
れ
る
量
よ
り
、
や
や
多
レ
の
こ
の
「
ち
北
多
摩
・
丙
多
摩
に
つ
い
て
は
東

京
へ
送
る
目
一
塁
が
、
東
京
か
ら
入
る
量
よ
り
も
多
い
む
こ
れ
に
対
し
東
京
・
南
多

摩
聞
で
は
が
一
の
形
が
あ
ら
わ
れ
て
、
一
東
一
黒
か
ら
士
附
屯
争
時
年
〈
送
る
蕊
口
叩
旦
早
J
J

、
本
町

多
摩
か
ら
東
京
へ
送
る
量
よ
り
も
多
い
。

m一
し
、
こ
れ
ば
数
数
に
つ
い
匂
て
、
こ

高
品
流
通
か
-
問
題
に
寸
る
と
き
に
は
、
ャ
間
口
U

の
よ
月
に
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、

の
質
が
取
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
で
ゑ
ろ
z
J
C

駄
教
に
つ
レ
て

も
、
そ
の
算
出
の
基
礎
が
、
す
べ
て
の
商
品
に
向
一
で
は
な
く
、
信
口
問
ご
と

r

遠
円
て
い
る
の
で
、
各
商
品
の
H

震
を
ふ
の
ま
ま
ム
口
一
訂
し
た
こ
と
に
円
一

L

て
は

ま
た

問
題
も
あ
ろ
う
が
、

主
8ノ

お
よ
そ
の
傾
向
に
う
い
て
は
、
以
上
の
如
〈
い
え
乙
と
町
ぺ

-1ι一

東京・多摩地方;;司の商品流通量

jヒ~摩郡 西多摩郡 南多摩.w

駄 駄 駄

東ゑから 195.812.08 90，044.29 52.064 

東京 へ 204.215.11 J 10.233，40 J 7.500 

言十 400.02719 200.277.69 69.564 

表 3

商
品
]
流
通
量
J
T一
一
一
一
多
摩
間
で
比
拐
す
る
と
、

北
多
摩

4

と
東
京
間
の
商
品
中
川
通
臼
一
一
唱
が
最
も

高
く
、

一
れ
に
炊
い
で
沼
尻
ノ
時
半
・
徐
々
や
理

の
順
に
な
っ
て
レ
る
。
北
琴
摩
に
的
L
4
F

冬
摩
の
商
品
量
ば
一
七
ポ
事
会
に
す
ぎ
~
た
い
、
に

東
京
・
摩
冬
摩
市
の
商
品
目
習
が
き
2
F
4
7

。

ー

、

て
J

少
な
し
の
は

お
旦
字
の
世
日
出

f
p
w七
九

よ
っ
て
し
る
こ
と
、
十
↓
ト
‘
川

J
水
れ
子
斉
三

限
を
念
一
m
w
r
置
し
て
陀
ち
俸
が
‘

に
ど

r

ム

r
h
大
王
子
治
方
七
円
ム
川
口
村
に
川
rrUL--
れ

て
レ
る
こ
L
」

I
h
r
b
F

ム
K
2
2
じ

叫が量
J

ち
一
手
i
t一入札



較
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
が
、
な
お
、
南
多
摩
・
東
京
間
の
商
品
流
通
量

が
、
北
多
摩
・
西
多
摩
の
そ
れ
に
比
し
て
低
か
っ
た
事
実
を
反
映
し
て
レ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

南
多
摩
郡
が
、
は
じ
め
か
ら
八
王
子
地
方
五
四
カ
村
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の

は
、
商
品
給
送

κ
つ
い
て
、
八
王
子
t

砂
川
田
谷
ロ
わ
一
ル
ー
ト
に
乗
る
産
品

南
多
摩
と
の
商
品
流
通
に
お
い
て
、
東
京
に

を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が

対
し
て
横
浜
が
、
か
な
り
の
比
重
一
を
持
円
て
い
た
こ
と
の
結
果
で
ロ
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
東
京
と
北
多
摩
の
商
品
流
通
量
が
、
き
わ
だ
っ
て
高

い
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。
も
と
も
と
、
こ
の
資

料
に
あ
ら
わ
れ
た
各
種
の
商
品
は
、
玉
川
上
水
を
利
用
し
て
輸
送
す
る
こ
と
が

念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
の
結
果
も
あ
ろ
号
が
開
港
以
後
南
多
摩
が
急
速

に
筒
浜
と
結
合
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
北
多
摩
は
東
京
と
の
結
合
を
、
な
お

強
く
残
し
て
い
た
こ
と
を
表
現
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

東
京
と
多
摩
地
方
の
間
に
流
通
す
る
商
品
は
、
東
京
よ
り
の
そ
れ
は
、

肥
料

-
極
・
水
池
・
石
油
・
活
・
米
・
菓
子
・
砂
絡
・
煙
草
・
反
物
・
魚
類
・
鰹
節

-
青
物
・
麻
・
苧
・
木
具
・
陶
器
・
紙
・
敷
物
・
小
間
物
・
漆
器
・
鎖
・
金
物

-
唐
糸
で
あ
る
(
表
4

)
。

東
京
よ
り
多
摩
地
方
に
送
ら
れ
る
商
品
の
中
で
、
二
一
多
摩
を
通
じ
て
圧
倒
的

に
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
の
は
肥
料
で
あ
る
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
中
期
以
降
、

主
と
し
て
使
用
さ
れ
た
畑
作

k

b
け
る
糠
、
水
田
作
に
お
け
る
千
鶴
で
あ
ろ
う

が
、
三
冬
摩
の
う
ち
糠
を
主
要
な
購
入
肥
料
と
し
て
い
た
北
多
摩
へ
入
る
量
が

最
も
多
い
。
西
多
摩
，
.
南
多
摩
へ
入
る
杷
料
の
量
の
合
計
の
二
佐
川
以
上
が
北
多

摩
へ
入
っ
て
い
る
。
東
京
よ
り
北
多
摩
へ
入
る
肥
料
が
、
全
商
品
中
、
最
も
高

い
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
の
中
に
、
北
多
摩
地
方
で
は
肥
料
の
総
送
告
を
軽

減
し
よ
う
と
す
る
要
求
が
高
か
「
た
こ
と

t

1

1

}

t

「一司，-}一仲王一ヶ
"
r
-
P
F
」

H

F

i
訟
+

一
j

-

e

'

-

p

司

お

ド

露

軍

F

国
伊

J
Z

し
て
考
え
て
お
き
た
い
E

回
礼
料
に
次
レ
で
入
街
旦
阜
の
多
い
の
は
抱
で
あ
る

F

弘
山
口
舟
一
一
孝
一
患
に
人
三
日
一
号
J
r

最
も
多
く
、
次
レ
で
北
多
摩
で
あ
り

4
R
多
摩
で
あ

z
t
t
j
u
吾
品
に

f
F
L
て

は
、
量
的
に
ほ
ぼ
ぼ
同
じ
で
鞍
送
量
と
し
て
特
に
問
題
に
な
る
も
の
ど
買
さ

ι，

た
だ
西
多
摩
で
は
、
米
と
唐
ψ

聞
が
佐
較
に
扶
ん
で
て
高
い
の
が
注
じ

-
-
、
，
.

仇

H
1
L
J
M

さ
れ
る
。
唐
糸
は
木
綿
糸
で
あ
り
、
青
梅
一
続
々
付
じ
め
と
す
る
木
総
統
の
機
業

〔

7
)

、

の
盛
行
が
「
山
中
雑
穀
諸
品
に
乏
」
し
い
状
況
と
う
ら
ね
ら
に
な
円
て
レ
乙

と
と
を
一
ホ
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
良
品
軒
以
引
に
ま
き
こ
ま
れ
た
甲
山

多
摩
地
方
と
変
ら
ぬ
姿
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
n

多
摩
地
方
よ
り
東
京
へ
送
り
出
す
商
品
と
し
て
は
、

者
向
ゑ
・
小
麦
粉
・
サ
ぷ

-
え
ん
ど
う
・
ワ
サ
ピ
・
こ
ん
に
ゃ
く
・
茶
・
織
物
・
姦
・
木
炭
・
宗
本
・
ー

駄
の
甲
・
伏
U

聾
・
挽
物
・
杉
皮
・
石
灰
が
取
土
げ
ら
れ
て
い
る
(
表

5
)
r

北
多
摩
の
慈
と
丙
多
摩
の
木
炭
、
北
冬
摩
の
草
稿
友
・
小
ー
を
粉
・
甘
藷
、
内
容

三
多
摩
を
通
ず
る
般
物
、
レ
ず
れ
え
江
戸
時
代
か
ら
続
レ
た
烹
京

融
再
の
石
市
民
、

(
江
戸
)
の
求
め
る
商
品
で
あ
円
た
。
商
品
カ

ι〆
院
め
る
と
き

K
ゃ
寸
前
時
地
士
ノ
守
口

東
京
の
ヒ
ン
タ
!
ラ
ン
ド
の
性
格
を
色
濃
く
表
わ
し
て
い
る
ο

な
お
微
視
的
で
は
あ
る
が
、
冬
一
序
地
方
の
沼
町
と
育
ι
岡
山
が
取
訟
と
の
戸
川
ド
即
日
れ

通
に
お
レ
て
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
h
J
を
持
っ
て
い
た
か
か
一
院
め
る
と
次
の
・
ん
む
り

で
あ
『
Q

O

西
多
摩
郡
羽
村
は
明
治
一
戸
九
年
当
時
、
一
戸
叡
-
二
，
二
何
一
戸
、
人
U

一
、
八
日
~
二
人

間
焔
三
ニ
八
町
八
反
九
畝
、
山
林
一
三
八
町
二
反
五
敵
、
主
的
一
ニ
心
町
-
一
反
問

畝
二
二
歩
で
あ
る
が
、
そ
の
必
要
街
品
一
一
品
目
(
示
6

)
中
、
東
京
よ
わ
入

る
商
品
は
、

数
日
一
郎
的

K
は
肥
れ
が
起
も
大
き
な
地
位
か
一
上
H
A
F

て
い
る
の
的
・
同
町
一



表 4 三多摩・東京間の高品流通 (1 ) 

品 自 1駄の数量 ~t 多摩郡 西多摩郡 南 多 摩 郡

料 4俵
lt 駄

33.80駄4.8 肥 1 70.4 302 3 48.524.11 5 

塩 6俵 8.166.66 10.002.5 6.261.8 

水油・石油 7斗 6升 1. 768.42 2.329.26 1.842.7 

酒 (1) 2縛 2.940 4，1 4 1. 3.063.5 

米 8斗 4.471.25 9.977.48 

葉子・砂犠 36霞 1，20 1.66 1.5118.9 1.458-8 

煙 尊 24寅 756 331. 262.5 

反 物 300反 326.66 400.1 2504 

魚類鰹節・青物 99 1.1 1.305.6 1.032.8 

(2)麻 ・木 具 2.100 2.766 2.188.3 

(3)金 物 30貫 560 737.6 583.5 

月雪 糸 2.100 7.940. 1.314.9 

計 195.812.08 90.044.29 52.0品4，

法 (1) 西多摩郡(!1駄 6斗 5升

(2) 西多摩H¥I.南多摩H¥Iは苧・木具・陶器・敷物・小間物・漆認

(3) 西多摩郡.南多摩郡11鍛・金物

(4) 単位は駄

表 5 三多摩・東京間の高品流通 (2) 

ロnロ 自 I駄の数星 北多摩郡

&t 
薪 4東 150.30 ι 

蕎 麦 2俵 8.948.61 

麦 粉 z石 23.862.5 

せ藷その他 16.800. 

総 物 2.800. 

;t 1.500. 

え ん ど う 2俵 一
木 炭 (2) 8俵

石 灰 Ifl 一
害木 下島tffi写

I喜 雪雲

こんにゃく

ワサビその他

l"'.:物・杉皮 一
204.21 5.1 1 

注 (1) 南多摩21;よりの織物i主主糸を含む

(2) 向多摩れよ円 J)オ、終，;t6ffil駄

(3) 単位.Ht

西多摩郡

一
2.4 8 4.2 

一

5.530. 

500 

2.484.2 

3ι450 

24，690. 

1，095 

200 

500 

300. 

3 6.0 0 0 

1 1 0.2 33.40 

一 l戸一

南多摩郡

一
一

(1) 1 0.000 

一

5.000 

~.5 0 O. 

一

17.500 

~t 

252，75駄9.88 

24.430.96 

5.940.38 

10.1 44.5 

1 4.4 4 S.7 3 

4.249.36 

1，349.5 

977.16 

3.329.6 

7.054.3 

1.88 1.1 

11，354.9 

337.92037 

計

1511.304. 

11.432.81 

23，862.5 

16.800. 

1 8.330 

2.000 

2.4 8 4.2 

4 1.450 

24.690. 

3，595 

200. 

500 

300. 

36.υ00. 

331.94時51



西多里聖書E羽村商品号IJ需要量

ロoロ 目 需要量
内東京より 自村地廻り
供給分 供給分

肥 料 3.388.g&t 3.3 6 0.4駄 28.5駄

議 300.5 

水池・石油 70. 一
穏 392.3 130.67 261.63 

米 300. 150 150. 

菓子・砂糖 48 一一

煙 草 10.16 3.3 9 6.77 

反 物 15.32 

魚類・鰹節
39.5 

-青物

苧その他 83.5 

金物・鎖 1l.J3 

表 6
草
・
米
に
つ
い
て
は
、
自
村
ま
た
は
村
の
局
辺
か
ら
供
給
さ
れ
る
も
の
が
大
き
な

割
合
を
占
め
て
い
る
。

西
多
摩
郡
青
梅
町
は
奥
多
摩
の
谷
口
集
落
で
あ
り
、
間
T
州
裏
街
道
で
甲
・
信

へ
入
る
入
口
に
も
あ
た
っ
て
い
た
。
同
町
に
紙
、
江
戸
時
代
以
来
、
市
が
立
つ

年
間
三
、
六

C
C駄
の
木
綿
縞
が
出
街

て
い
た
が
、

き
れ
、
ま
た
炭
・
箸
木
・
経
木
・
キ
リ
柄
・
下
駄
の
甲
・
木
鉢
・
干
柿

-
Y
サ

ピ
そ
の
他
を
、
年
間
七
、
ニ

O
C
駄
移
出
し
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
、
甲
・
信
よ

り
青
梅
を
錦
町
て
東
京
へ
送
る
街
品
は
、

一
市
で
回
、

0
0
0
反、

一
カ
月
K
九
O
駄
、
年
間
一
、

C
八

C
駄

に
よ
勺
て
い
る
。
東
京
か
ら
背
筋
に
入
る
商
品
は
、
バ
糸
(
隣
町
糸
)
が
一
士
m
k

九
四
駄
、
年
間
六

七
六
八
駄
人
桁
し
、

'
】
の
ほ

h
L勺
kp
・
ロ
む

-
R
h
l
w
w

唐
物
類
・
穏
類
・
醤
油
・
酎
・
乱
氷
号
恐
・
予
防
か
，
険
物
-

H

桁
む
・

p
hい
か
・

窓
・
乾
物
怒
・
菓
子
類
・
業
既
得
怒

-
V
微
動
・
院
W
4
u
r
&
・
4
F
-
h
的
J
J
M

八
、
六
四

O
駄
入
っ
て
レ
る
。
な
お
車
問
備
を
将
て
問
T
-
r山
ヘ
ユ
一
~
ら
れ
乙
南

ι打、

」
年
間
七
、
凶

C
O駄
と
見
積
ら
れ
て
レ
る
c

F 
I1 

an 
!b 

結

言

明
治
一
五

t
六
年
め
玉
川
上
水
通
船
計
腐
化
伴
な
う
、
東
京
と
冬
摩
地
方
の

商
品
流
通
状
況
を
、
甲
武
鉄
道
開
通
前
の
市
場
配
酷
叫
ん
と
し
て
、
か
い
空
み
た
r

そ
れ
は
玉
川
上
水
の
通
船
が
実
現
す
る
こ
と
を
お
望
す
る
出
野
老
の
限
仁
限
ド
し

た
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
更
ら
れ
る
も
の
は
、

第
一
に
、
多
摩
地
方
か
ら
東
京
ヘ
送
ら
れ
る
夜
品
と
し
て
、
多
摩
地
方
の
安

委
な
生
産
物
で
あ
る
生
来
・
綾
物
(
円
相
織
物
)
が
、
そ
の
前
一
回

K
府
吹
を
U
凡
ぜ
て

-1"-

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
江
戸
時
代
以
来
.

江
戸
(
東
京
)
を
主
た

る
販
路
と
し
て
き
た
北
多
摩
の
姦
・
小
麦
粉
・
蕎
麦
、

が
、
き
わ
め
て
高
い
地
位
を
占
め
て
レ
る
。

丙
多
摩
の
木
山
氏
・
七
円
円

第
二
に
、

こ
れ
と
「
ら
ば
ら
の
問
顕
で
あ
る
が
、

東
京
か
ら
多
摩
地
方
に
入

る
商
品
で
は
、
こ
れ
も
ま
た
江
戸
時
代
よ
り
続
い
て
レ
た
東
原
(
江
一
戸
)
か
ム

の
肥
料
が
、
他
の
車
問
口
問
を
圧
し
て
ず
向
い
地
伝
を
L
J
U

め
て
レ
る
の

こ
う
し
た
ニ
つ
の
こ
と
が
ら
は
、
東
京
と

av
師
同
地
方
で
事
作
成
さ
れ
て
い
る
市

場
が
、
資
料
で
見
る
限
り
は
、
悼
m
浜
開
港
に
μ
H

な
『
銑
し
し
市
場
の
形
成
に

L

拘
ら
ず
旧
態
依
然
た
る
江
戸
地
狩
一
行
都
駅
南
引
の
広
告
}
巧
す
も
の
と
、
と
ム
え
乙
こ

と
が
で
き
る
。
開
港
以
後
、
新
た
な
み
桜
島
と
し
て
償
供
・
八
王
子
が
政
長
し

勺
つ
あ
り
、
東
京
市
鳴
り
こ
れ
を
掌
お
し
き
れ
な
レ
で
か
何
附
し
て
い
る
け
む
守
見



ぜ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
年
武
鉄
道
郎
通
前
め
多
摩
地
方
を
、
菜
子
の
赤
松
冊
と

し
て
位
置
つ
け
る
と
き
に
、
東
京
小
判
明
の
動
ザ
オ
る
状
況
を
映
し
出
し
て
レ
る

よ
号
で
あ
る
。

注

(
I
J
(
2
)
 
老
川
慶
喜
「
明
治
前
期
八
王
子
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
の
動
向
1

市
場

一
四
六
、

国
閣
の
形
成
と
い
A
J

視
角
か
ら

l
」

(

『
川
市
方
史
研
究
』

一
九
七
七
)

伊
藤
好

『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
二
、

「
八
王
子
鉄
道
と
八
王
子
市
場
慰
」

一
九
七
六
)

{
3
)
 
東
京
都
羽
村
町
、
高
山
常
子
氏
一
所
蔵
指
田
家
文
書
、

「
東
京
四
ツ
谷
口
選

送
河
利
益
予
笈
調
書
」
「
羽
村
需
要
口
即
及
肥
糾
等
綬
略
取
調
」

里
山
崎
菊
江
「
玉
川
上
水
に
お
け
る
明
治
初
期
通
鉛
K
A
J
レ
て
」

一
、
一
九
六
ハ
し
)
・
山
口
一
之
「
玉
川
上
水
に
お
け

(
4
)
 

『
東
京

の
歴
史
研
究
会
会
報
』

る
通
給
事
業
」

いん叫、

一
九
六
七
)
・
伊
藤
好

『
立
川
市
史
研
究
』

戸
と
周
辺
農
村
」
(
『
江
戸
町
人
の
研
究
』
三
、

山
口
一
之
「
玉
川
上
水
に
お
け
る
通
船
事
業
」

(
『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
四
、

一
九
七
四
)

伊
藤
好

「
壬
川
上
水

(
5
)
 

一
九
七
六
)

荒
川
筋
運
河
計
十
肉
」

(
6
)
 
石
塚
裕
道
・
増
田
広
実
・
三
浦
俊
明
・
米
田
佐
代
子
「
八
モ
子
石
灰
」

(
『
日
本
産
業
安
大
系
』
四
、

一
九
五
九
)

(
7
)
 

『
新
総
武
蔵
風
土
記
穏
』

本
一
摘
を
成
寸

K
当
円
て
、
貴
重
な
習
料
の
調
査
と
利
伊
を
快
く
お
許
し

下
さ
っ
た
所
蔵
若
芯
山
常
子
氏
の
御
好
芳
と
、
冬
眠
障
中
央
信
同
庁
舎
庫
多
摩
文

追
記化

む
料
室
の
各
位
、
羽
村
町
教
育
委
員
会
森
社
会
教
育
係
長
の
御
援
助
が
あ

っ
た
こ
と
を
追
記
し
て
黙
認
の
意
を
表
し
た
レ
。

「
歴
史
地
理
学
会
会
報
投
稿
規
定
」

て
技
師
帆
ギ
引
い
は
本
学
会
会
員
を
百
万
則
と
し
、
本
学
会
事
務
局
(
奥
付
参
照
)
会

報
編
集
委
員
会
宛
送
付
の
こ
と
。

二
、
原
稿
は
論
説
、
研
究
ノ

i
ト
・
短
報
、
書
評
、
資
料
解
説
、
文
献
紹
介
、

な
ど
と
し
、
当
分
の
間
は
論
説
、
研
究
ノ

i
ト
・
短
報
及
び
書
評
、
文
献
紹

介
に
限
る
。

三
、
原
稿
枚
数
は
会
報
専
用
原
稿
用
紙
で
、
論
誌
が
二

C
枚
以
内
、
研
究

/

l

ト
・
短
報
、
書
評
は
一

O
枚
以
内
(
何
れ
も
図
表
・
写
真
・
欧
文
要
旨
を
含

む
)

文
献
紹
介
は
二
枚
以
内
と
寸
る
が
、
特
別
の
場
合
は
事
前
に
会
報
総

集
委
員
会

K
連
絡
の
こ
と
。

呂
、
会
報
専
用
原
稿
用
紙
は
学
会
事
務
局
に
必
要
枚
数
の
婁
‘
費
(
当
分
の
間
一

枚
に
つ
き
四
円
)
と
送
料
(
一
民

C
R
)
を
添
え
て
請
求
め
こ
と
む

-:co-

「
江

五
、
原
稿
書
式
は
別

K
定
め
る
「
会
報
執
筆
零
時
政
一
に
よ
る
。

六
、
論
説
に
は
欧
文
要
旨
・
を
付
す
も
必
と
す
る
。

七
、
図
版
は
版
下
と
し
て
そ
の
ま
ま
使
え
る
も
の
と
す
る
。

入
、
投
稿
さ
れ
た
原
稿
の
採
択
及
び
校
正
は
ム
広
報
漏
集
委
員
会
に
一
任
の
こ
と
。

九
、
抜
刷

ι

文
献
紹
介
を
除
〈
)
を
希
望
す
る
場
合
は
原
稿
用
紙

K
そ
の
旨
を

朱
記
す
る
こ
と
o
当
分
の
間
五

O
部
を
単
位
と
し

(
刷
り
上
り
一
氏

賛
同
刑

四
五

O
円
程
度
)

は
執
筆
者
負
担
と
す
る
。




